







2. ドラッカーの大企業論(その 1) 
3. ドラッカーの大企業論(その 2)[以上第71巻 l号〕
4. ドラッカーの大企業論(その 3) 
5. ドラッカーの企業管理論
むすび 〔以上本号〕














C 1 Jドラッカーは， w新しい社会』において，経済的機能を最重要な機




のような 12つの根本的革新 (thetwo basic innovation) JがあるとL、ぅ。
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(1) r産業経済の経済単位は，個々人ではなく，非常に多くの人々からなる機






新」のために， r産業組織体 (industrialsystem)は 2種の費用，すなわ
ち当期費用 (currentcosts)一一「事業を運営する費用 (costsof doing 
business) Jと未来費用 (futurecosts)一「事業を継続する費用 (costsof 

















いると把えているのであろうか。彼によれば， i) r取替 (replacement)J; 
ii) r陳腐化 (obsolescence)J; ii) r本来の危険 (riskproper) J ; iv) r不確
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うに述べている。 11孤立した企業体 (isolatedenterprise) Jの経済学にとっ











































































































necessity of survival)である」 「企業は相応の利潤をえて運営されなけ
















尺度」のほかに，次の 4項目の補償・支出を賄なうことを指摘している。 i) 
企業存続の費用;ii)他企業の損失(ii)社会的費用のための税金;iv) 
「将来の発展のための資本J0 i) '"-' iv)は，同時に利潤の構成要素でもあ

























ることは，企業者の利潤欲求 (theentrepreneuer's desire for pn併t)とは関係
がない。それは，まったくいかなる個人的動機(初dividualmotive)とも関係









A .u:. は説明することはできない。〔段落〕並みの企業家 (businessman)は，
業とは何かと関われると，多分， r利潤を生出すための組織 (Anorganisa-







































































(innovation) という 2つの一一そしてこれら 2つのみの一一基本的職能
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C 1 Jドラッカーは， ~管理の実践』において，経営者の職能として， (1) 
「企業の管理 (managinga business) J ; (2) I管理者の管理 (managing
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(To manage managers)は，彼らをもとに企業を成り立たせること (mak-
ing an enterprise out of them)により，資源を生産的にすることである」と
述べている。
ドラッカーが「管理者の管理」において強調するのは， r目標と自己統制




標 (goals)を共通の福利 (thecommon weal)に調和させるような，管理





理者の目標 (theaim) とさせる。それは，外部からの統制 (controlfrom 
outside)を，より厳密，より厳格，かつより効果的な内部からの統制 (con-























































































ドラッカーは， r責任ある労働者 (responsibleworker) という目標を達
成するために，われわれが企てることのできる方法が 4つあるJとして，
次の 4点を指摘してしる。すなわち，(i)r用意周到な配置(ωefulplacement) J; 














































































































































は事業部の数は，もはや統制範囲 (thespan of control)によって制限され
ず，づっとより広範な経営責任 (themuch wider span of managerial respon-
sibi1ity)によって制約を受けるだけであるJ; (iv) I明日の管理者の育成














































③「各々の連邦的に分権化された事業部 (federallydecentralised unit) 
は，成長潜在能力 (potentialfor growth)を有していなければならない。安

























の市場に対する要求は，連邦的分権制が企業のあらゆる階層 (alleves of a 
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